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• スポンサープロジェクトのあるところ(Vulcan, daVinciなど)は
事実上のプロジェクタソンを行っているが、そうでないところ
はオフ会、という感じである。



FHIR connectathon別室プレゼン
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• 別室におけるプレゼンに応募し、cloudPDIを解説、デモした。

• Imagingのメンバーだけでなく、ONCの役人も来て、運用とイ
ンフラについて詳しく質問された。
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オンライン資格認証ネット

• 医療情報プラットフォーム用のクラウドサーバーを2023年11
月に入札済み
– NTTデータ（資格認証そのものと同じ）

– 資格認証の時のテストサーバーで各施設で販社がテストする、では
収まらないであろう

• 多量の画像は後回しになっている
– 実際は紹介の1/5でCT, MRIが渡されている

– オンライン資格認証のネットではパンクする

• 別途のクラウドを経由(netPDI, cloudPDI)
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忘れてならない、実装のポイント

• クラウドとのアップ、ダウンだけでは現場は疲弊する

– ダウン時、得た情報をスキャンして電子カルテで見えるように、
などとやっていると

– 患者IDの対応付けま手作業でも、その患者の電子カルテ画面
に表示まで半自動で

• アップする、ダウンするは患者の同意が必要

– 同意を紙運用でなくスムースに行うには、マイナンバーカード
保険証認証時の同意画面で

• マイナンバーカード保険証認証の率だけでなく、その同意
内容を電子カルテが把握する必要

– 紹介状の開封の同意も？

• 薬剤禁忌、アレルギーの情報のメンテが必要

– むやみに多いと、医者の手足を括ることになる

• 薬剤禁忌「抗生剤」？

• その情報の確度（話だけか、医者が薬理的に納得か
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「大きく見た」「通常」のワークフロー
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通常のマルチベンダ環境では

• カード認証、電子カルテ（処方、検査結果、病名、禁忌、アレ
ルギー、感染症）、文書システム、アップローダー、ダウン
ローダー
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日本での知恵

• FHIRの問題点は、相互運用性の低さ

– 諸外国では、あるところのFHIRによる在宅系が他ではそのま
まは動かない

– 日本では、大江Japan Coreに皆が従うことで解決

– VULCANなど実プロジェクトはプロジェクタソンで製品認証

• FHIRの問題点は、連携プロトコルがオープンすぎて怖い

– いよいよ患者データを共用クラウドで預かる

– オンライン資格認証というクローズドのネット内

• 院内系、オン資系、外部系、、

• 社会への説明は

– 「災害時や紹介時用にバックアップをご用意」

– 「そのデータを見せる見せないは患者さんの決めること」.
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MEDISに代わる組織を支払基金に作れるか？

ついに決着！
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医師に選ばせる必要あるし、マスターのメンテは大変
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↑後日自動で送信する
その際のエラー処理は？
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いままでどうしてもできなかったこと
をできるようになるか？
（感染症（HIVなど）の告知も）
病名登録の機能追加が必須
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3生活習慣病、在宅から広がる
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一般
運用



End of presentation

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FHL7, MSCJ,, Kawasaki Univedsity of Medical Welfare
蛯名さん、長年ありがとうございました。


	スライド番号 1
	FHIR Connectathon at WGM Dallas 2405
	FHIR connectathon別室プレゼン
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	23/03取りまとめ
	オンライン資格認証ネット
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	忘れてならない、実装のポイント
	「大きく見た」「通常」のワークフロー
	通常のマルチベンダ環境では
	日本での知恵
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	End of presentation

